
 

 

 

 

 

 

 

平成２９年６月２１日（水）西京区役所にて、今年度１回目のふらっと・西京が開催されました。 
 

ふらっと・西京かわら版 記者が走る ＜ひまわり食堂訪問記＞ 

今年度最初のふらっと・トークで、「子どもと地域のつながりを太く！」について話し合いたいとディスカッション

テーマを提案された木村友香理さんが立ち上げた “ひまわり食堂”を訪問した。 

元気いっぱい遊ぶ子どもたち、笑顔で見守る地域のおっちゃん・おばちゃんたち、そして忙しく動き回る“コミュ

ニティ･スペース sacula”の若いスタッフたち。どれもこれもホントに楽しそう！ 

ひまわり食堂は、児童館で関わる子どもたちの親を気遣う言動や家で寂しく過ごす声を聴き、「何かできることはな

いか」と、川岡東児童館の職員だった木村さんが今春立ち上げた。 

現在、ひまわり食堂は毎月 1回（第 1日曜日）開催だが、近々、学習支援や子育て世代を一緒に支えるレスパイト・

ステイ開設に向けて着々と準備を進めている。 

「子どもも大人も楽しい笑顔にしたい！」との木村さんの熱い想いが溢れるひまわり食堂の発展を心からお祈りし

ます。（伊藤省二記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸大の跡地をどうするか 
（提案者：？？） 

○問題意識の共有 

・西京区民は何をしたいかをはっきりさせる。 

○どうしたらいいか（アイデア） 

・ 時間がないので、あらゆる場面で話し合っていき
たい。 

○課題（難しさ） 

・本当にどうするのかというチームが必要かと思う。 

参加者の声：西京区でないとできない文化を発信する

というコンセプトの案にとても共感しました。 

洛西ニュータウンに若い人に住んでもらう
魅力ある街に！！ 
（提案者：永井さん） 

○問題意識の共有 

・雇用があれば（近くに、周辺に） 
・老人に優しい街 
・ベッドタウン化 
・観光等休日に来てもらう 
・観光農園 

参加者の声：高齢化は洛西だけの問題ではない。

高齢者が増えても魅力のある街、人が集う街にす

るアイデアが必要なのでは。 
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第１回の「ふらっと・トーク」で話されたテーマ・内容 
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木村さんの小さなおともだち◯◯ちゃん作の 

木村さんのイラスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ･スペース sacula代表 

木村友香理さん 

平成 29年 7月 9日 

第 3回ひまわり食堂 

於：川岡東自治会館 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回、第３回「ふらっと・西京」は 

平成２９年１０月２０日（金） 

１９時から西京区役所です！ 

ぜひご参加ください！ 

 

テーマを提案された方の「記録シート」、参加
者の「ふりかえりシート」をもとにまとめました。 

 ふらっと・西京   で検索 

犬の問題 
（提案者：井上さん） 

○問題意識の共有 

・ 犬の嫌いな方、好きな方、どちらの立場 
・ フンの放置、吠えが嫌 
・ セミナーもマナーの悪い方はそもそも参加しない。 
・ 犬のフンの放置、飼い主の高齢化による？条例が守

られていない。リードで自転車 
・ マナーを広めていくには？ 

○どうしたらいいか（アイデア） 

・ 行政を含めて運動。防災訓練に犬を参加。その方達
と協力 

・ 犬の嫌いな方の意見を聞く。 
・ チラシを動物病院に置いてもらう。 

○課題（難しさ） 

・ マナーの悪い人こそ、セミナーに参加してほしいけ
れど・・・。 

参加者の声：犬派以外の方の貴重なご意見

が大変有意義でした。 

使いやすいバスに！ 
（提案者：辻本さん） 

○問題意識の共有 

・ 同じ路線を回るバスが２分違いであったり。それに
乗り遅れると、小一時間待たなくてはいけない。 

○どうしたらいいか（アイデア） 

・ バス会社（市バス、ヤサカ、阪急等）話し合って頂
きたい。 

○課題（難しさ） 

・どこに話をもっていけば良いのか？ 

参加者の声：なにかもやっとしたことを、１人で終わ

らせないで、声に出して人に伝えることは大事なのだ

ということに気づいた。 

子どもと「地域」のつながりをより太く！ 
子ども食堂から始める地域活動。 

みんなで「楽しい」をつくりましょう！ 
（提案者：木村さん） 

○問題意識の共有 

・ 対象の子どもは？→場所によって様々。母子家庭
対象、対象設定しない。 

・ 貧困家庭を対象とするより「孤食」。貧困にアプ
ローチするのは難しい。 

・ 「貧困」「孤食」どちらが問題なのかはリサーチ
する必要がある。 

・ きっかけは川岡東児童館で働いていたので。 
・ 児童館を窓口にするのはいい。 
・ 子ども食堂＝貧困家庭となっている。 

○どうしたらいいか（アイデア） 

・ 貧困家庭、孤食関係なく、清掃活動の後、カレー
をふるまう取組を松尾の少補でやっている。 

・ 高齢者のやりがいのためにも、高齢者とコラボす
るのはどうか。老人ホームともコラボできる。 

・ 地域を巻き込んでいく。 

○課題（難しさ） 

・ 貧困家庭にどうアプローチするか。個別に声をか
けにくい。児童館を窓口にするのはいい。 

・ 運営資金の調達。 

参加者の声：子どもへの支援の仕方について、

親の対応について考えさせられた。 

子どもをはぐくむために地域でできること 
（提案者：富田さん） 

○問題意識の共有 

・ 地域でできている活動以外、更に何をしたらよいの
だろう。 

・ あちらこちらで子育てに関わる活動している仲間
でつながるために、よい方法は・・・。 

○どうしたらいいか（アイデア） 

・ 情報を集めて、つながり合おう。 
・ 自治連のつながりでも、お母さんたちの声をつなげ

てもらおう。 

○課題（難しさ） 

・地域で最も身近な児童館に悩み応えてもらえる。 
・人は欲しいが人材確保が難しい。 

参加者の声：実際に子育てサロンをしている

方や子育て中のお母さんから話を聞けた。 


